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明治時代、全国に廃仏毀釈運動が吹き荒れたことはご存知ですね。 

仏教寺院は領地を没収され、宝物が破壊されるなど大変な事態に 

見舞われました。 無論、法隆寺も例外ではありませんでした。 

困窮の危機に瀕した法隆寺は、「宝物を皇室に献納する」という 

大きな決断をしたのです。 

献納された宝物はトーハクの前身、帝室博物館で保管されていましたが、 

戦後に大部分が国のものとなり、現在に至るまでトーハクで管理されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 法隆寺 1400 年遠忌より 
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１階展示室 

では、スタートです！ 

今日はこの案内図の順に進みます。 

 

東京国立博物館ボランティア 法隆寺宝物館ガイドグループ 

さあ、灌頂幡を眺めながら 

２階へ上がりましょう。 
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金メッキが施された薄い銅板に、如来、天人、唐草模様などが 

透かし彫りで表され、髪の毛ほどの細い線でそれぞれの表情ま 

で流麗に刻まれています。 

同時代に制作された金銅小幡も、軽やかに衣を翻しながら花 

や香を捧げ、楽器を奏で天空を舞う天人の姿など、 

遥か古代の工人達の見事な技がご覧いただけます。 

また、忠実に復元されたレプリカからは、当時の荘厳な様子がうかがえます。 

 

２室  摩耶夫人
ま や ぶ に ん

および天人
てんにん

像（7 世紀・飛鳥時代） 

 ２室には、法隆寺宝物館のアイドルがいます。 

高さ約 15ｃｍほどの４つの像『摩耶夫人および天人像』です。 

 立ち上がり右手を上げているのが、お釈迦様のお母様、摩耶 

夫人です。摩耶夫人は、出産を前にルンビニー園という花園を 

訪れます。そこで花の咲いた無憂樹
むゆうじゅ

という木の枝に手をかけた 

時、右脇からお釈迦様が生まれたという伝説があります。 

この像はその瞬間を表した珍しい作品です。 

 摩耶夫人は右手を伸ばし、枝をつかむ仕草をしています。 

足を踏ん張り左手を衣ごとかたく握りしめているのは、出産の 

ために力を入れているのでしょうか。右脇を見ると小さなお釈 

迦様が合掌しながら生まれ出ています。 

 

 

  

 

３室 伎楽面
ぎがくめん

（7〜8 世紀・飛鳥〜奈良時代） ※金曜日・土曜日のみ公開 

３室には、伎楽
ぎ が く

で用いられた仮面を展示しています。 

伎楽は台詞のない仮面舞踏劇で、7～8 世紀には仏教儀式などで演じられ、

奈良東大寺の大仏開眼供養でも華やかに行われた記録があります。 

東大寺や正倉院にも伎楽面は残っていますが、献納宝物に伝わるものの 

うち 7 世紀に作られたクスノキ製のものが日本最古の伎楽面なのです。 

 

 

 

 

 

中でも、『呉女
ご じ ょ

、崑崙
こんろん

、力士
り き し

』は面白い役回りを演じています。 

 呉女は伎楽の中で唯一の女性で、7 世紀に中国で流行った髪型、ふっくら

とした頬など、典型的な唐の美人が表現されています。 

崑崙は献納宝物の中で一番大きなお面です。半人半獣で肌が褐色、獣のよ

うな耳と牙があります。この崑崙が呉女に言い寄り、怪しげな振る舞いをし

ます。ここで、力士が登場。怒り顔でキリリと口を閉じた正義の味方です。

崑崙は力士に懲らしめられて、一件落着となります。 

（写真の呉女と崑崙は、特別展に出展のため、令和 3 年 8 月 17 日から 

展示再開予定） 

 

1室 灌頂幡
かんじょうばん

（7 世紀・飛鳥時代） 

現在 1 室には、吹き抜けに下げられた『灌頂幡』のレプリカと『金銅小幡
こんどうしょうばん

』が 

展示されています。 

「幡
ばん

」とは仏教の儀式で使う「旗
はた

」のことで、多くは織物でできていますが、 

国宝の灌頂幡は、とても珍しく金属製です。 

 

 

国宝 灌頂幡（部分） 

 

a 

（国宝の灌頂幡は特別展に出展のため、令和 3 年 9 月１4 日から展示再開予定） 

 
a 

7 世紀・飛鳥時代（クスノキ製） 

 

日本で最も有名な歴史上の人物のひとり、聖徳太子。 

 今年は太子の 1400 年遠忌
お ん き

にあたり、これを記念して 7 月から 

特別展『聖徳太子と法隆寺』が、東京国立博物館（トーハク）で 

開催されます。 そこで、トーハクボランティア法隆寺宝物館ガイド

が、お気に入りの作品をご紹介します。 

 

 

その周りには、手に水の入った瓶などを持つ天人の像があり、 

お釈迦様の誕生を祝っているようです。 

  

  

ようこそ「法隆寺宝物館めぐり」へ！ 

 私はガイド役の天人です。これからみなさまを鑑賞の旅にお連れします。 

法隆寺宝物館では、聖徳太子ゆかりの寺、奈良・法隆寺から皇室へ献納 

された宝物（献納宝物）を展示していますが、みなさまはそれがなぜ 

トーハクにあるのか、ご存知ですか？ 

                ちょっと、あの方に聞いてみましょう！ 
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２階展示室 

 

お時間のある方は、他の作品も 

ゆっくりご覧になってくださいね。 またお会い 

できる日を楽しみにしています。 

 

「法隆寺宝物館建物について」（開館：平成 11 年 7 月、建築・設計：谷口吉生氏） 

法隆寺宝物館の展示室に入ると、本館の展示室より暗いと感じませんか？なぜかご存じでしょうか。 

昭和 39 年に開館した旧法隆寺宝物館は、宝物の保存と調査研究を主な目的とする施設でした。 

そのため、作品の保存を第一に考え、公開日は木曜の晴天のみに限定されていました。 

その後、広く宝物の公開を求める声に応えるべく、建て替えられたのが現在の宝物館です。 

この建物は保存と公開という２つの目的を兼ね備えた構造になっており、内部は厚い 

コンクリートと石の壁によって外光が遮断されています。建物自体が収蔵庫の役目を 

担っているため、作品保護の観点から照明もおさえられています。 

２階へ上がってきました。 

ここで、クイズで一息ついて 

いただきます。 

 

 

６室 

 

４室 

 

５室 
1 階へ 

 1 階から 

 

 
  

 

Q1. 法隆寺宝物館には約何件の作品があるでしょうか？ 

A.約 150  B.約 320    C.約 530 

Q2. 聖徳太子が亡くなってから今年で何年になりますか？ 

         A.1350    B.1400   C.1450 

Question の答え Q1.B Q2.B（いずれも令和 3 年現在） 

 

４室  紅牙撥鏤尺
こうげばちるのしゃく

（8 世紀・奈良時代） 

４室には、主に調度品が展示され、２ヶ月ごとに展示替え 

が行われます。 

『紅牙撥鏤尺』は、赤く染めた象牙に、撥鏤
ば ち る

（撥
は

ね彫り） 

の技法を用いて文様を表わした尺（ものさし）です。聖徳 

太子が仏像や袈裟を作った時に用いたと伝えられています。 

象牙は表面だけが色に染まる性質を持っているため、彫り 

込んだ部分は白い文様として現れます。この作品は、紅い 

染料を使っているので「紅牙
こ う げ

」。紺の染料を使った場合は、 

「紺牙
こ ん げ

」と言います。 

（令和 3 年 7 月 18 日までは、『紺牙撥鏤針筒
こんげばちるのはりつつ

』が展示されています。） 

表面と裏面にはなんとも愛らしい鴛鴦
おしどり

の姿が描かれていますが、 

鴛鴦と交互に描かれている植物の文様も素敵です。見ていると穏やかな 

気持ちになります。じっくりとご覧になってくださいね。 

（展示予定期間：令和 3 年 7 月 20 日～10 月 10 日） 

 

５室  竜首水瓶
りゅうしゅすいびょう

（7 世紀・飛鳥時代） 

５室は、金工品を展示しています。その中でもひときわ目を引

くのが『竜首水甁』です。下膨れの胴に長い首を持つ形の水差し

は、ササン朝ペルシャを中心とした西アジアから伝わり「胡瓶
こ へ い

」

と呼ばれます。この水瓶は、シルクロード経由で伝わった意匠が

日本で花開き制作された、異国情緒あふれる作品です。 

 胴の部分のギリシャ・ローマ風の有翼馬
ゆうよくば

（ペガサス）をご覧く

ださい。顎を力強く引いて前足を蹴り上げ、鼻息荒く威嚇をして

いるような姿は、今にも動き出しそうですね。馬は何頭描かれて

いるでしょうか。今は少しくすんで見えますが、制作当時は銀の

地に金色の馬がまばゆい光を放っていました。 

（特別展に出展のため、令和 3 年 8 月 17 日から展示再開予定） 

 

６室 染織品  

 ６室には、染織品や書跡が展示され、４週間ごとに展示替えが行われ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：東京国立博物館 法隆寺宝物館ガイドグループ 令和 3 年 7 月 
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鸚鵡文臈纈毯代（部分） 

国宝 竜首水瓶 

紅牙撥鏤尺（部分） 

 
（部分） 

鸚鵡文臈纈毯代
おうむもんろうけちたんだい

（8 世紀・奈良時代） 

「毯代
たんだい

」は敷物の一種です。「臈纈
ろうけち

」とはろうけつ

染めのことで、スタンプのような型を使い、蠟をつけ

てから染める技法で、唐草で囲った鳥の文様と、楕円

形にした唐草に蝶が配された２種類の文様を表してい

ます。目を凝らすと、オレンジ色の地に鳥と唐草の格

調高い文様が浮かび上がって見えます。 

（展示予定期間：令和 3 年 7 月 20 日～8 月 22 日） 

 

国宝 広東平絹幡 

広東平絹幡
かんとんへいけんばん

（7〜8 世紀・飛鳥〜奈良時代） 

 織物でできた幡は、人の体のように頭（幡頭
ばんとう

）、 

胴（幡身
ばんしん

）、足（幡足
ばんそく

）からなっています。この幡は、 

当初の姿をよく残しています。幡身の上部を見ると、 

鮮やかな赤地に文様を織り込んだ裂
きれ

が使われています。 

これは文様に応じて糸を染め分けてから織った経絣
たてがすり

 

の織物で、広東裂
かんとんぎれ

と呼ばれています。 

（展示予定期間：令和 3 年 8 月 24 日～9 月 20 日） 

 ２作品とも、1300 年前のものとは思えないほどの 

鮮やかな染め色が残っていますので、ぜひお確かめください。 

 

 

 

 


